
提

出

者

北

川

れ

ん

子

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

二

三

号

国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
に
関
す
る
質
問
主
意
書

原
子
力
委
員
会
は
今
年
六
月
に
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
の
推
進
、
日
本
へ
の
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
誘
致
の
方
針
を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
文
部

科
学
省
が
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
誘
致
候
補
地
の
選
定
作
業
を
進
め
、
十
月
十
八
日
、
那
珂
町
と
六
ヶ
所
村
が
「
十
分
な
適
性
を
有
し
て
い

る
」
と
の
選
定
結
果
を
発
表
し
た
。
誘
致
先
の
決
定
は
総
合
科
学
技
術
会
議
と
政
府
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
は
原
発
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
住
民
の
被
曝
の
危
険
を
伴
う
核
施
設
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
に
は
莫
大
な
投
資
を

必
要
と
し
、
し
か
も
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
か
ら
核
融
合
実
用
化
に
至
る
道
筋
は
具
体
的
に
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
点

が
誘
致
候
補
地
の
住
民
や
国
民
に
対
し
て
十
分
に
説
明
さ
れ
な
い
ま
ま
、
日
本
へ
の
誘
致
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
重

大
で
あ
る
。

す
で
に
、
誘
致
候
補
と
な
っ
て
い
る
地
元
の
住
民
、
全
国
の
市
民
団
体
と
協
力
し
て
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
関
す
る
問
題
点
を
文
部
科

学
省
や
内
閣
府
と
三
回
に
わ
た
っ
て
話
し
合
っ
て
き
た
が
、
そ
の
経
過
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
点
を
質
問
す
る
。

一

国
の
行
政
改
革
推
進
事
務
局
は
「
特
殊
法
人
等
の
個
別
事
業
見
直
し
の
考
え
方
」
の
〈
日
本
原
子
力
研
究
所
〉
の
項
で
、

「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」
に
つ
い
て
「
誘
致
に
係
わ
る
費
用
対
効
果
分
析
、
我
が
国
の
原
子
力
研
究
開
発
の
現
状
（
高
速
増
殖
炉
な
ど

の
実
用
化
目
標
時
期
、
道
筋
、
実
用
化
ま
で
に
要
す
る
コ
ス
ト
な
ど
）
な
ど
、
国
民
に
わ
か
り
や
す
く
情
報
提
供
し
、
国
民

一



的
議
論
を
行
い
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
参
加
と
誘
致
の
適
否
を
慎
重
に
検
討
す
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
一
）

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
は
巨
額
の
投
資
を
必
要
と
し
運
転
停
止
ま
で
三
十
年
と
い
う
長
期
の
計
画
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
誘
致
に

関
す
る
費
用
対
効
果
分
析
、
お
よ
び
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
後
の
核
融
合
の
実
用
化
に
至
る
道
筋
を
示
さ
れ
た
い
。

（
二
）

「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
懇
談
会
報
告
書
」
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
へ
の
投
資
は
「
将
来
の
人
類
へ
の
保
険
料
」
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
。

（
三
）

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
関
す
る
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
、
国
民
的
議
論
は
な
さ
れ
て
な
い
と
考
え
る
が
、
今
後
、
行
う
計

画
は
あ
る
の
か
。

二

第
九
回
総
合
科
学
技
術
会
議
（
八
月
三
十
日
）
で
、
原
子
力
船
「
む
つ
」
や
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
二
の
舞
に
な

ら
な
い
よ
う
評
価
を
お
願
い
し
た
い
と
塩
川
正
十
郎
財
務
大
臣
は
発
言
し
た
。

（
一
）

原
子
力
船
「
む
つ
」
の
開
発
（
一
九
六
三
年
の
「
原
子
力
船
開
発
事
業
団
」
設
立
か
ら
九
五
年
「
む
つ
」
廃
船
ま

で
）
、
高
速
増
殖
炉
開
発
（
一
九
六
七
年
の
「
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
」
発
足
か
ら
現
在
ま
で
）
、
そ
れ
ぞ

れ
に
ど
れ
だ
け
の
国
の
予
算
を
使
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
開
発
は
失
敗
で
は
な
い
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
一
九
六
八
年
に
核
融
合
を
原
子
力
特
定
総
合
研
究
に
指
定
し
て
以
降
、
核
融
合
の
研
究
開
発
に
ど
れ
だ
け

二



の
国
家
予
算
を
投
入
し
た
の
か
。
こ
れ
か
ら
、
実
用
化
ま
で
に
ど
れ
ほ
ど
の
予
算
の
投
入
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

（
二
）

塩
川
大
臣
の
発
言
に
対
し
て
、
井
村
裕
夫
氏
（
総
合
科
学
技
術
会
議
有
識
者
議
員
）
は
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
「
成
功
の
確

率
は
高
い
」
と
答
え
て
い
る
が
、
総
合
科
学
技
術
会
議
ま
た
は
そ
の
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
検
討
会
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
か

ら
核
融
合
の
実
用
化
ま
で
の
道
筋
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
全
体
と
し
て
の
コ
ス
ト
の
検
討
結
果
を
述
べ
ら
れ
た

い
。

（
三
）

塩
川
大
臣
の
発
言
に
対
し
て
、
尾
身
幸
次
議
員
（
科
学
技
術
担
当
大
臣
）
は
誘
致
が
決
ま
っ
て
か
ら
地
元
の
反
対

で
、
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
十
全
の
確
認
、
必
要
な
手
だ
て
を
打
つ
と
答
え
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
「
青
森
地
域
社
会
研
究
所
」
の
八
月
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
県
民
の
約
半
数
が
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
つ
い
て
「
知
ら
な

い
」
か
「
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
程
度
で
あ
る
。
主
婦
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
那
珂
町
の
調
査
で
も
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
は
被
曝
の
安
全
基
準
が
必
要
と
さ
れ
る
施
設
で
あ
る
こ
と
」
を
知
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
尾
身
大
臣
や
総
合
科
学
技
術
会
議
は
、
こ
の
よ
う
な
地
元
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。
今
後
、
ど
の
よ
う

な
手
だ
て
を
と
る
の
か
。

三

平
成
十
三
年
度
の
分
野
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
開
発
関
連
経
費
予
算
（
文
部
科
学
省
調
査
）
に
よ
れ
ば
、
原
子
力
が
約
二
千

三



八
百
五
十
億
円
で
全
体
の
七
十
二
％
を
占
め
、
こ
れ
に
対
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
わ
ず
か
四
％
に
す
ぎ
な
い
。
原
子
力

関
連
に
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
開
発
関
連
の
予
算
を
全
面
的
に
見
直
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。

四

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
放
射
性
廃
棄
物
に
つ
い
て

（
一
）

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
国
際
設
計
チ
ー
ム
は
、
ニ
オ
ブ
�
�
、
ニ
ッ
ケ
ル
�
�
な
ど
長
寿
命
核
種
の
発
生
量
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
か
。

（
二
）

ニ
オ
ブ
�
�
な
ど
の
長
寿
命
核
種
を
含
む
廃
棄
物
は
高
β
γ
廃
棄
物
同
様
に
地
中
処
分
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
超
長
期
（
一
万
年
以
上
に
わ
た
る
）
の
処
分
サ
イ
ト
の
保
守
、
管
理
の
費
用
は
ど
う
な
る
か
、
ホ
ス
ト
国
の
負

担
に
な
る
の
か
。
ま
た
そ
の
金
額
は
ど
の
よ
う
に
見
積
も
っ
て
い
る
の
か
。

五

文
部
科
学
省
は
八
月
二
十
四
日
、
前
日
の
市
民
団
体
と
の
話
し
合
い
で
の
同
省
の
発
言
に
関
し
て
、
我
が
国
の
原
子
力
法

令
に
お
い
て
公
衆
の
被
曝
線
量
限
度
は
平
常
時
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
想
定
事
故
時
の
め
や
す
と
し
て
は
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
提
唱
の
避
難
を
要
し
な
い
範
囲
と
し
て
は
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
だ
と
、
「
地
球
救

出
ア
ク
シ
ョ
ン９７

」
に
対
し
て
補
足
修
正
を
行
っ
た
。

四



（
一
）

事
故
時
に
国
が
守
る
べ
き
公
衆
の
被
曝
基
準
は
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
な
の
か
。
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
れ
ば
、

そ
の
法
的
お
よ
び
安
全
上
の
根
拠
は
な
に
か
。

（
二
）

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
で
、
過
度
の
被
曝
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
故
が
起
き
た
場
合
、
我
が
国
で
も
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
避
難

を
必
要
と
し
な
い
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
基
準
を
準
用
す
る
の
か
。

（
三
）

「
北
海
道
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
安
全
問
題
協
議
会
」
で
山
科
俊
郎
委
員
と
田
中
裕
二
氏
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
が
、
ま
た
青
森

の
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
誘
致
講
演
会
」
で
苫
米
地
顕
氏
（
電
力
中
央
研
究
所
）
が
、
「
ト
リ
チ
ウ
ム
一
〇
〇
グ
ラ
ム
が
環
境

中
に
で
て
も
周
辺
住
民
は
大
丈
夫
」
と
の
見
解
を
表
明
し
た
。
一
〇
〇
グ
ラ
ム
が
環
境
中
に
放
出
さ
れ
た
場
合
、
住

民
の
被
曝
は
最
大
で
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
否
定
す
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
被

曝
を
受
け
て
も
大
丈
夫
な
の
か
。

六

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
で
以
下
の
災
害
が
起
き
た
場
合
、
安
全
性
は
技
術
的
に
確
保
で
き
る
と
考
え
る
の
か
ど
う
か
。

（
一
）

航
空
機
が
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
建
屋
に
墜
落
ま
た
は
激
突
し
た
場
合

（
二
）

ト
リ
チ
ウ
ム
輸
送
時
に
、
輸
送
船
、
ま
た
輸
送
用
の
ト
ラ
ッ
ク
が
事
故
や
テ
ロ
で
炎
上
し
た
場
合

七

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
関
す
る
原
子
力
安
全
委
員
会
等
の
安
全
評
価
、
安
全
審
査
は
、
「
基
本
設
計
」
「
詳
細
設
計
」
「
実
施
設

五



計
」
の
い
ず
れ
に
対
し
て
行
わ
れ
る
の
か
。

八

ト
リ
チ
ウ
ム
の
海
上
お
よ
び
陸
上
輸
送
時
の
「
テ
ロ
」
に
対
す
る
防
護
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

九

原
子
力
委
員
会
は
八
月
二
十
三
日
、
市
民
団
体
と
の
話
し
合
い
に
お
い
て
、
他
極
や
米
国
の
状
況
を
見
極
め
て
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

に
関
し
て
必
要
な
判
断
を
行
う
と
述
べ
た
。

（
一
）

米
国
の
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
へ
の
復
帰
が
な
く
て
も
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
と
そ
の
日
本
へ
の
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
の

か
。

（
二
）

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
の
費
用
分
担
の
枠
組
み
が
決
ま
る
ま
で
は
、
日
本
の
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
誘
致
に
つ
い
て
の

政
府
決
定
は
延
ば
す
の
か
。

右
質
問
す
る
。

六


